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研究成果の概要（和文）：本研究は、精神障がい者と老親へインタビューを実施し、サポート体制を構築するた
めの基礎的研究である。結果、精神障がい者6名、老親16名にインタビューを実施した。精神障がい者は親に頼
りながらも大人としての姿勢をもつようになり、親の老いに気づき、親との将来を見据えて動き始めようとして
いた。老親は、発症時期のエピソードが忘れられず精神症状を常に観察しながら、精神障がい者の自立を促そう
としていた。一方では、子のためにもできるだけ元気でいられるように生きることを願っていた。必要な主な支
援は、経済的支援、発症時から継続した専門家と周囲のひと双方の支援であった。

研究成果の概要（英文）：This study comprised basic research involving interviews of people with 
mental disability and their aged parents to help to develop a support system for such individuals. 
As a result, interviews were conducted with six people with mental disability and 16 aged parents. 
Despite still depending on their parents, the people with mental disability came to behave as 
adults. They became aware of the advanced age of their parents and started take action in 
anticipation of the future together with their parents. The aged parents were unable to forget 
episodes at the time of onset and were constantly observing the neurological symptoms. While doing 
this, they were promoting the independence of the people with mental disability. However, they also 
wanted to live healthily for as long as possible to help their child. The necessary support was 
found to primarily include financial support, and ongoing support from both specialists and 
surrounding acquaintances from the time of onset.

研究分野： 精神看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 伊礼ら(2007)の報告では、家族会に入会し
ている家族が支えている障害者には男性が
多く、30 歳未満と 50 歳代の障害者を高齢の
母親が支えていると述べられている。高齢社
会を迎えている今日、地域に住む精神障がい
者が老親と生活する場合が少なくないと考
えられる。 
精神障がい者は、情緒的に共感するという

能力の欠如などの基底症状が生じているた
め、老親との生活において、親の身体的機能
の低下によって、精神障がい者自身に家事な
どの負担が生じ、状況を受け入れられず、ス
トレスがかかるようになり、精神症状の悪化
を招く可能性がある。また、親も加齢による
身体的変化に対して「イライラする」割合が
高くなる(渡邊，嶋田，前田，内田，熊王，2000）
ことにより、子との生活に折り合いがつきに
くくなる可能性がある。精神障がい者と老親
は、お互いが病気や生活する上での困難、加
齢に伴う健康問題を抱えながら生活するこ
とになる。精神障がい者と親が同居している
場合、精神障がい者は年齢が高くなるに従っ
て独居の傾向が強まり個人衛生のセルフケ
ア能力が要求されてくること (北島，1993)
が述べられている。猿田ら(2010)の報告では、
家族が精神障がい者に対する不安は病状の
安定や生活リズムの維持、指示助言の受け入
れに集中しており、社会能力でできていない
現状についての解決策はまだ具体的なイメ
ージをもっていないと述べられている。また、
親の身体能力の低下により、サポートが受け
られなくなると外来受診・内服治療の中断と
なり精神症状が悪化し、引きこもりとなりセ
ルフケア行動が低下し、再入院となる恐れが
ある。さらに、老親は子のために金銭を貯え
自分が亡き後も子が困らないように切り詰
めて生活している。しかし、精神障がい者を
子に持つ老親もひとりの人間として精神
的・身体的健康を維持、増進する権利があり
老親の健やかな老いを支援することは老親
に対して、また精神障がい者の安心した生活
を営むことを支援することにつながる。さら
に、再入院を予防することにつながり、精神
障がい者の QOL の維持や医療費増大を抑制
できると考えられる。そこで、精神障がい者
と老親の感情やその動きを捉え、将来に向け
ての支援方法を検討することが重要である
と考えた。 
実際に、小林ら(2011)は高齢の親と同居す

る精神科デイケア通所患者を対象に、家族教
室を開催し、親が介護状態となった時の支援
や親が認知症の場合の接し方等を専門職ス
タッフがレクチャーし、当事者の意見を引き
出した調査の結果、 精神障がい者が介護知
識等を学ぶことで安心感を得ることや家族
教室を必要としていたことを報告している。
精神障がい者に対する支援の有効性につい
て示唆されているが、いまだ研究はほとんど
されておらず、精神障がい者と老親という両

方向の視点から調査されたものは見当たら
ない状況である。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、精神障がい者が老親の亡き後も
安定した生活を過ごすために必要な支援と
支援に影響する要因を明らかにするための
基礎的研究である。精神障がい者は他者との
人間関係を築くことに困難を抱き、親がキー
パーソンとなることが多い。精神疾患は慢性
疾患であり、精神障がい者は親亡き後の不安
を、親は自分自身の心身の加齢変化への不安
と子の将来の不安を感じている。精神障がい
者と老親が共に安心して地域生活を維持し
ていくための支援方法を検討することとし
た。具体的には以下の３つの目的を達成する
こととした。 
(１)精神障がい者が老親の亡き後についてど
のように考えているか、どのような支援を求
めているかを明らかにする。 
(２)老親が精神疾患を抱える子の将来に対し
てどのように考えているか、どのような支援
を求めているのかを明らかにする。 
(３)(１)(２)より、精神障がい者と老親へのサ
ポート体制について検討する。 
 
３．研究の方法 
１）インタビューを実施し、質的分析を行っ
た。 
２）対象者： 
(１)福岡県内の病院に通院し①デイホスピ
タル(デイケア)利用中で，入院歴があるが再
入院が１年以上なく地域で生活を維持して
いる女性統合失調症患者である②年齢は、40
歳以上 65 歳未満の方で老親と同居している
精神症状が安定していると主治医が判断し
ている者 
(２)65 歳以上で中年期統合失調症患者であ
る子と同居しているもので、生活に支障があ
るような疾患がないこと、精神疾患を有して
いない老親とした。 
３）インタビュー内容： 
(１)女性統合失調症患者には、①親との生活
をどのように感じて過ごしているのか、②生
活の中で困難が生じたときにどのように対
処されるのか③年齢、性別、既往歴、入院歴
など基本的属性とサポート受給状況であっ
た。 
(２)老親に対しては、①子との生活をどのよ
うに感じて過ごしているのか、②生活の中で
困難が生じたときにどのように対処される
のか③子と自分に関して将来をどのように
考えているか④年齢、性別など基本的属性に
ついてであった。 
３）分析方法：質的記述的分析を行った。 
４）倫理的配慮：申請者の所属先において倫
理審査申請を受け承認を得て行った。統合失
調症患者に対しては主治医より面接を行う
許可を得た。対象者に対し、本研究の説明を
口頭、書面で行い、研究の参加は対象者の自



由意思に基づくものと説明した。協力を拒否
しても何ら不利益を被らないこと、質問に答
えたくないことがあれば拒否できること、面
接の途中でも拒否できることを伝えた。デー
タは、ナンバリングし個人や地域が特定でき
ないように配慮する。研究以外には用いず、
録音した内容は逐語録作成後に消去するこ
とを説明した。データは施錠可能な場所で保
管した。インタビューは細心の注意を払い、
実施した。 
 
４．研究成果 
１）対象者の概要 
(１)女性統合失調症患者6名にインタビュー
を実施した。平均年齢が 45.8 歳、地域生活
維持期間は 1 年から 8 年であった。5 名が両
親と同居していた。サービス受給状況は、訪
問看護、デイホスピタル・デイケアであった。
インタビュー時間は、平均49.6分であった。 
(２)老親は、16 名にインタビューを行った。
一組のみ夫婦でのインタビューを実施した。
その際は、必ず個々の語りを引き出し、それ
ぞれにインタビュー項目について質問した。
老親は女性 13 名、男性 3 名であった。平均
年齢は、74.6 歳であった。子の性別は男女そ
れぞれ 8名であった。子の平均年齢は、47.1
歳であった。子の地域生活維持期間は、4 カ
月から 27 年であった。子のサービス受給状
況は、ACT、ヘルパー、作業所、訪問看護な
どであった。インタビュー時間は平均 69.3
秒であった。 
 
２）分析結果 
(１)女性統合失調症患者と老親のつきあい
に関する結果 
 【親が喜ぶことをやってみる】【親の事情
を悟りつきあう】【親との将来を見据えて動
き始めようとする】【自分の安定が親の安定】 
【親を頼りにしながらも大人の姿勢でつき
あう】【親の価値や考え方に影響されながら
つきあう】【ドライな部分と濃厚な部分でつ
きあう】の７つのカテゴリーに整理できた。  
女性統合失調症患者は、過去の精神症状が悪
化しているときに親に迷惑をかけたこと、一
方では親が理解してくれなかったことを語
りながら、今も親を頼りにしていることが表
現されていた。しかし、「大人」として親と
かかわるという語りがあり、親の事情を察し
ていたり、親の価値観を含め、老親との生活
を送っていた。また女性統合失調症患者は、
自分の精神症状や精神症状によって、親に影
響を与えていたことを語っていた。歌を歌う、
家事をするなどの言動から、自分の精神症状
が安定していることを親に意図的に示して
いることが分かった。また示すことがさらに
親が安心することまで察していた。さらに精
神症状が悪化しているときやこれまで世話
をしてくれた感謝の気持ちとして、大人とし
て接しながらも、親と一緒にいたい、喜ぶよ
うに料理をするなど、距離をおいたり、密接

にかかわるといったかかわりをしていた。そ
して、老親の老いを感じ取り、親の亡き後は
どのようにしていくかを具体的に考えてい
たり、老親の世話を覚悟していることを語っ
ていた。就労するために作業所に行くことや
デイケアに公共交通機関を使っていくなど
の小さな目標をもち親亡き後の将来を見据
えて動き出していた。 
 
(２)老親の体験 
 【発症時はパニックで毎日が必死】【初回
入院時のエピソードを忘れない】【子の精神
症状にいつもアンテナを張っている】【子の
言葉に良くも悪くも左右される】【子の病気
を周囲に話すことを躊躇する】【加齢を感じ
て、さらに子の自立を促す】【家族の一員と
してその位置にいる子の存在に頼る】【ほか
の家族員の関わり方が将来の不安に影響す
る】【親も子も乗り越えてきたと認める】【子
のためにも自分が元気でいられるよう生き
る】の 10 のカテゴリーを見出した。 
 老親は、発症から長期間経過していても、
発症時の状況を鮮明に記憶していた。何がど
うなってるのかわからず必死に子の状態が
良くなることを考えていたと語っていた。精
神症状が悪化しているときのエピソードを
忘れず、いまでもなお子の精神症状を常に観
察していた。経験や家族会の影響から過干渉
にならず、子の精神状態が安定するときを待
ち見守る対処ができるようになっていた。し
かし、子が拒否する事柄に関しては、精神症
状悪化の恐れを抱いており、もっとこうすれ
ばよかったと後悔の念を抱いていたり、なか
なか将来のことを話し合えない現状があっ
た。また、偏見についても語られ、周囲に話
せる場合もあれば、親が責任をとらねばなら
ないと周囲に相談することを躊躇・拒否する
事例もあった。子の存在について、いなくて
はならないと語り、子が世話をしてくれるよ
うになっていることを実感していた。しかし、
一方では自分以外の家族の言動に助けられ
る、反対に不満に思うなど、家族内の人間関
係にも影響があることが示された。そして、
子のためにも認知症予防や介護予防として、
健康に留意し活動されていることが語られ
ていた。必要な支援は、経済的支援、生活の
場の支援、偏見に関する対策、専門家による
支援が多く語られていた。 
 
(３)考察 
女性統合失調症患者は、先行研究の男性統

合失調症患者では語られなかった、大人とい
う姿勢や濃厚なかかわりが表現されていた。
セルフケアが男性に比べて女性は高いと報
告されているように、コミュニケーションを
老親と取ろうとしていたり、家事などの世話
をしようとしていた。また自立に向けて小さ
な目標をもち行動していた。男性と同様、自
立に向かうときにタイムリーに支援を行う
ことが重要である。 



老親は先行研究と同様に初回入院時には
何がどうなっているのか分からず必死に生
活されていた。一方、親自身も偏見をもち病
気を隠し、親の責任だと周囲のサポートを適
切に活用できていなかった。同時に入院時エ
ピソードがいまも脳裏にあり、精神症状が悪
化しないか、常に気を張り、自立を促すこと
が必要と感じているが、子が嫌だと発するこ
とはしない対応をされている様子がうかが
えた。入院時の親に対する十分な精神的ケア
が必要であり、高齢となった親が子の自立を
促すなかでどのようなことが不安であるの
かを専門家が知り、親と子が適切な時期に将
来について対応ができるように支援するこ
とが重要である。また、本研究でも時間の経
過の中で、親と子の立場が逆転し、子に頼る
ようにもなっていた。しかし、老親は親亡き
後の子の将来を案じ、子に迷惑がかからない
ようにと健康でいられるよう日々過ごして
いた。先行研究と同様に親は子が発症してか
ら常に不安を抱えて過ごしているが、自分た
ちでなんとかしなければと踏ん張っている。
親への入院時から継続した積極的な専門家
や身近なひとの双方による支援が重要であ
る。 
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